
令和２年度全国基本調査記入の仕方 
 

※調査の書式は全難言協のホームページにあります。そこからダウンロードし
て入力してください。回答は、メールアドレスまで電子データとして送り返し
てください。 
 （もし、電子データでない方は Fａｘで送付してください。） 
 
◎令和 2 年５月１日現在で記入をお願いします。 

（無理なら、何日現在かをご記入ください） 
◎なお、本調査においては、 
  「難言学級」  → 設置に子どもの在籍を必要とする学級  
  「通級指導教室」→  教員の配置に、子どもの在籍を必要としない教室  

という定義をしています。 

各調査項目について 
１．難言学級と難言通級指導教室について  
（１）設置校数 
   ※前年度に比べて、減っている場合は－で校数を記入してください。 
   ※難言通級指導教室として、一人担当の場合は、教員数は難聴の方に数字を入

れてください。 
（２）令和２年度の難言学級の難言通級指導教室への移行・新設  
   ※難言通級指導教室として、一人担当の場合は、教員数は難聴の方に数字を入

れてください。 
（５）教員数と指導対象人数 
   ※「認可」の対象は、各都道府県市町村教委が教員配置の算定を行う幼児・児

童・生徒です。 
    ・難言学級の場合は、在籍している人数と通級のための個別教育課程届を出

す人数です。 
    ・難言通級指導教室の場合は、個別の教育課程届けを出す人数です。 
   ※「認可外」は、上記以外の幼児・児童・生徒です。 
   ※難言通級指導教室として一人担当の場合は、教員数は難聴に入れてくださ

い。 
 
１－２．通級指導教室について（北海道・島根県はこちらに記入）  
 
２．全難言協への要望などについて  
 
３．「発達障害児」を対象とする通級指導教室との関係  

県によっては発達障害を対象とした新設の通級指導教室と研究組織も一つ
にしていこうとする動きもありました。また、組織を一つにしたところ、大き
くなりすぎ研究・研修は分科会として分けた方がいいのではないかという意見
の組織もあります。そのような動きの中、発達障害を対象とした通級指導教室
とどのような関係になっているか書いてください。 

 
４．貴県の研究組織名について 

特別支援教育の中で、各県の組織の動きを知るためにお聞きします。 
  （例：難言というくくりがなくなり「○○県特別支援教育研究協議会」の中の難

言部になった等） 
 
５．特別支援教育の中で生じている課題とその課題に対しての対応  
   課題に対しての対応は具体的に記入してください。 
 
６．新型コロナウィルス感染拡大における休校及び学校再開に  

関して （今年度新規追加項目） 
今回のコロナウィルス感染拡大によって、学級運営や教育活動、子どもたち

にどのような影響があったか、また、感染予防対策のためにどのような工夫を
したか、具体的に記入してください 

 



※注・・全国から回答が戻ってきます。県内の各教室の意見をそのまま送らず、
県として一度集約してから送って下さい。 

 
 
 
 

◇◇調査についての問い合わせ先◇◇ 
 

東京都大田区立御園中学校 難聴学級 

    依田 広太郎(全難言協 全国調査担当） 

             教室直通電話  ０３－３７３２－９３９３ 

 

◇◇調 査 送 付 先◇◇ 

◎１１月 2 日（月）までに、全難言協ホームページのメールアドレスまで、電

子データで送付をお願いします。 （時間のない中で集約をします。電子デ

ータでの回答にご協力をお願いします。） 

 

電子データのダウンロードは  

http://www.zennangen.com より 

返送先は 

zennangen@outlook.jp に添付ファイルで 

 

もし、電子データでない場合は Fａｘで下記までお願いします。 

※地方によって返送先が違います。 

 

○北海道・東北地方：東京都大田区立御園中学校難聴学級 佐々木 優 宛 

FAX：０３－３７３２－９３９３ 

○関東地方：東京都墨田区立桜堤中学校難聴学級 鈴木 香菜子 宛 

FAX：０３－３６１４－２９７８ 

○中部地方・近畿地方：東京都世田谷区立砧小学校ことばの教室 笠井 正隆 宛 

FAX：０３－３４１７－４４８４ 

○四国地方・中国地方・九州地方： 

東京都稲城市立向陽台小学校きこえとことばの教室 依田 啓介 宛 

FAX：０４２－３７８－６１６１ 

 

お忙しい中、本調査にご協力いただきまして有り難うございます。この結果

につきましては、報告書として後ほどお送りいたします。 


